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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第56期
第３四半期
連結累計期間

第57期
第３四半期
連結累計期間

第56期
第３四半期
連結会計期間

第57期
第３四半期
連結会計期間

第56期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (千円) 7,869,2597,356,8472,636,7402,424,31610,485,200

経常利益 (千円) 316,481 272,281 146,768 128,501 421,389

四半期(当期)純利益 (千円) 195,441 133,624 83,901 49,395 237,269

純資産額 (千円) ― ― 5,542,9925,464,2365,432,075

総資産額 (千円) ― ― 7,261,9967,331,5357,353,544

１株当たり純資産額 (円) ― ― 663.83 676.97 672.86

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 24.54 16.55 10.53 6.12 29.65

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 72.8 74.5 73.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 127,844 33,525 ― ― 367,714

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △400,495△631,281 ― ― △235,011

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △65,614 △64,734 ― ― △92,298

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,789,0731,505,2542,167,744

従業員数 (名) ― ― 773 692 765

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益につきましては、潜在株式がないため、記載しておりません。

３　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 692(2,434)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 508(1,974)

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産、受注の状況

当社グループは、役務提供を主体としているため、受注生産は行っておりません。このため、生産、受注

の記載は行っておりません。
　

(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

ビルメンテナンス事業 1,745,922 ―

警備事業 620,522 ―

その他 57,872 ―

合計 2,424,316 ―

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

㈱大丸松坂屋百貨店 389,154 14.8 445,636 18.4

(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。なお、前第３四半期連結会計期間における販売実績及

び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、株式会社大丸との取引によるものであり、株式会社大丸

は平成22年３月１日付で株式会社松坂屋と合併し、商号を株式会社大丸松坂屋百貨店と変更いたしてお

ります。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

以下の記載事項のうち、将来に関する事項につきましては、本四半期報告書提出日現在において当社グ

ループ(当社及び連結子会社)が判断したものであります。

　

(1)経営成績の分析　

　

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国向け輸出の増大や政府による景気刺激策に

より一部の業種において業績の回復が見られたものの、雇用・所得環境は厳しい状況が引き続いており、

国内経済は依然として不透明感を払拭できない状況で推移いたしました。

EDINET提出書類

株式会社白青舎(E04774)

四半期報告書

 4/28



ビルメンテナンス・警備業界におきましても不況に伴いお得意先のコスト意識の更なる高まりや契約

物件の閉鎖・縮小、更に賃貸ビルにおける賃料下落や空室率の高止まりなどもあり、厳しい状況で推移い

たしました。

このような状況の下で、当社グループは、引き続きお客様のニーズを的確に把握し信頼関係をさらに高

める中で既存契約を確保するとともに周辺業務を含めた新規業務の開拓に努めてまいりました。

その結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は、２４億２千４百万円（前年同四半期比８．

１％減）となりました。利益面では、業務の標準化と効率化を促進するとともに、下請作業や資機材の入

札の拡大に努めました。しかし、入札物件の低価受注、解約・減額物件における原価削減の時期的なズレ

もあり、営業利益１億１千万円（前年同四半期比２０．７％減）、経常利益は１億２千８百万円（同１

２．５％減）となりました。さらに、連結子会社において早期割増退職金を特別損失として計上した結

果、四半期純利益は４千９百万円（同４１．１％減）となりました。

　

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

①ビルメンテナンス事業

当事業では、受注ビルの清掃管理（日常清掃、床面・窓ガラス等の定期清掃、外壁・照明器具等の

特別清掃）、衛生管理（空気環境測定、飲料水水質検査、各種貯水槽のメンテナンス、害虫・ねずみ・

昆虫の防除、廃棄物処理）、設備管理（各種設備の運転管理・制御、受変電設備・消防設備・ボイ

ラー・冷凍機・空調機・エレベーター等の保守整備及び法定点検）及びその他の業務（ホテルの客

室整備、クリーンルーム清掃、ハウスクリーニング、厨房・調理場等のサニテーションシステム）等

の請負を主たる事業としております。

既存契約の継続に全力を挙げて取り組みましたが、入札物件における失注や低価受注、大口得意先

からの請負額の減額要請や大型商業施設の閉鎖などがあり苦戦を強いられた結果、売上高は１７億

４千５百万円となり、セグメント利益は１億６千１百万円となりました。

②警備事業

当事業では、不特定多数の人が利用するデパートやビルにおける常駐警備、契約ビルに設置してい

る警備機器による機械警備のほか、駐車場警備、保安警備、工務警備等の請負を主たる事業としてお

ります。

量販店における業務の受注もありましたが、お得意先の経費削減の影響による減額、さらに大型商

業施設の閉鎖等による解約もあり、厳しい状況が引き続きました。その結果、売上高は６億２千万円

となり、セグメント利益は３千８百万円となりました。

③その他

当社グループでは上記２事業のほかに、運送事業、賃貸ビルの運営、人材派遣事業等を行っており

ます。

運送事業における契約変更の影響や人材派遣事業の不振等により、売上高は５千７百万円となり、

セグメント利益は１千６百万円となりました。
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(2)財政状態の分析

①流動資産

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ４億６千３百万円減少

して、３９億６百万円となりました。これは主として、有価証券が１億９千３百万円増加した一方で、

現金及び預金が７億５千８百万円減少したことによるものであります。

②固定資産

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ４億４千１百万円増加

して、３４億２千５百万円となりました。これは主として、長期預金が２億円、投資有価証券が１億８

百万円、土地が８千５百万円増加したことによるものであります。

③流動負債

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ７千１百万円減少して

９億６千５百万円となりました。これは主として、未払金が８千９百万円増加した一方で、買掛金が３

千９百万円、賞与引当金が１億１千３百万円減少したことによるものであります。

④固定負債

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ１千７百万円増加し

て、９億２百万円となりました。これは主として、リース債務が５千５百万円、預り保証金が２千５百

万円増加した一方で、負ののれんが３千４百万円、退職給付引当金が２千３百万円減少したことによ

るものであります。

⑤純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ３千２百万円増加して、

５４億６千４百万円となりました。これは主として、利益剰余金が６千９百万円増加した一方で、その

他有価証券評価差額金が３千６百万円減少したことによるものであります。

　
(3)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期

連結会計期間末から３千１百万円減少し、１５億５百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動により、資金は２千６百万円の増加となり、前第３四半

期連結会計期間と比べ１千７百万円増加いたしました。主な内訳は、売上債権６千１百万円による増加

と、税金等調整前四半期純利益４千２百万円による減少であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動により、資金は５千６百万円の減少となり、前年同四半

期と比べ１億６千４百万円減少いたしました。主な内訳は、定期預金の預入・払戻の差額(純額)１億円

による増加と、有価証券の取得による支出１億円、投資有価証券の取得による支出４千８百万円、投資

有価証券の償還による収入１億円による減少であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における財務活動により、資金は０．５百万円の減少となり、前年同四半

期と比べ０．５百万円減少いたしました。主な内訳は、自己株式の取得による支出及び配当金の支払い

による減少であります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,000,000 9,000,000
大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)
単元株式数は1,000株
であります。

計 9,000,000 9,000,000 ― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年12月31日 ─ 9,000,000─ 450,000─ 385,637

　
(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】
平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 926,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,029,000 8,029 同上

単元未満株式 普通株式    45,000― 同上

発行済株式総数 　　　　 9,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 8,029 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式925株が含まれております。

　

② 【自己株式等】
平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社白青舎

東京都千代田区岩本町
一丁目３番９号

926,000 ― 926,00010.29

計 ― 926,000 ― 926,00010.29

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】
　

月別
平成22年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　10月 　11月 　12月

最高(円) 275 268 250 260 250 253 229 230 240

最低(円) 260 239 240 245 213 225 216 224 220

(注)　最高・最低株価は、平成22年10月11日以前は大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、平成22年

10月12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)におけるものであります。

　
３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　
(1) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 取締役
泉　山　茂　樹 平成22年７月１日（常務執行役員 管理本部長兼同本

部経理部長）
（常務執行役員 管理本部長兼同本
部人事部長兼同本部経理部長)
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、公認会計士小林英、公認会計士安彦潤也両氏により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,474,218 3,232,652

受取手形及び売掛金 913,518 903,723

有価証券 197,965 4,688

商品及び製品 21,949 14,905

原材料及び貯蔵品 29,723 24,673

その他 271,933 191,787

貸倒引当金 △3,153 △2,663

流動資産合計 3,906,156 4,369,767

固定資産

有形固定資産

土地 790,159 704,898

その他（純額） ※
 576,268

※
 537,280

有形固定資産合計 1,366,428 1,242,178

無形固定資産

のれん 51,187 63,000

その他 16,162 25,205

無形固定資産合計 67,350 88,205

投資その他の資産

投資有価証券 1,063,932 955,376

その他 935,685 706,072

貸倒引当金 △8,017 △8,057

投資その他の資産合計 1,991,601 1,653,392

固定資産合計 3,425,379 2,983,776

資産合計 7,331,535 7,353,544

負債の部

流動負債

買掛金 223,579 263,289

短期借入金 50,000 50,000

未払法人税等 123,798 121,657

賞与引当金 55,082 168,595

その他 512,592 432,906

流動負債合計 965,052 1,036,448

固定負債

退職給付引当金 556,693 579,886

負ののれん 172,469 207,150

その他 173,083 97,983

固定負債合計 902,246 885,019

負債合計 1,867,299 1,921,468

純資産の部

株主資本

資本金 450,000 450,000

資本剰余金 395,509 395,509

利益剰余金 4,734,815 4,665,775

自己株式 △267,707 △267,380

株主資本合計 5,312,617 5,243,904

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 151,619 188,171

評価・換算差額等合計 151,619 188,171
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純資産合計 5,464,236 5,432,075

負債純資産合計 7,331,535 7,353,544
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年4月1日
 至 平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年4月1日
 至 平成22年12月31日）

売上高 7,869,259 7,356,847

売上原価 6,938,932 6,488,341

売上総利益 930,326 868,506

販売費及び一般管理費

給料及び手当 160,941 160,712

賞与引当金繰入額 5,690 5,103

のれん償却額 11,812 11,812

その他 468,043 478,550

販売費及び一般管理費合計 646,487 656,179

営業利益 283,839 212,327

営業外収益

受取利息 8,788 7,753

受取配当金 7,699 11,882

負ののれん償却額 6,334 34,680

雑収入 11,339 9,995

営業外収益合計 34,161 64,311

営業外費用

支払利息 1,231 2,589

雑損失 287 1,768

営業外費用合計 1,519 4,357

経常利益 316,481 272,281

特別利益

固定資産売却益 2,835 176

退職給付引当金戻入額 19,572 －

特別利益合計 22,407 176

特別損失

固定資産売却損 － 58

固定資産廃棄損 583 2,490

固定資産評価損 920 －

投資有価証券評価損 10,798 －

早期割増退職金 － 27,503

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,065

特別損失合計 12,302 38,118

税金等調整前四半期純利益 326,586 234,339

法人税等 123,911 100,714

少数株主損益調整前四半期純利益 － 133,624

少数株主利益 7,233 －

四半期純利益 195,441 133,624
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月1日
 至 平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年10月1日
 至 平成22年12月31日）

売上高 2,636,740 2,424,316

売上原価 2,294,728 2,084,754

売上総利益 342,012 339,562

販売費及び一般管理費

給料及び手当 53,093 50,867

賞与引当金繰入額 5,690 5,103

のれん償却額 3,937 3,937

その他 139,549 168,784

販売費及び一般管理費合計 202,269 228,692

営業利益 139,742 110,870

営業外収益

受取利息 2,639 2,566

受取配当金 533 3,008

負ののれん償却額 2,279 11,560

雑収入 2,110 1,773

営業外収益合計 7,562 18,909

営業外費用

支払利息 440 1,207

雑損失 95 70

営業外費用合計 536 1,277

経常利益 146,768 128,501

特別利益

固定資産売却益 2,130 －

特別利益合計 2,130 －

特別損失

固定資産廃棄損 273 362

早期割増退職金 － 21,668

特別損失合計 273 22,030

税金等調整前四半期純利益 148,625 106,470

法人税等 60,644 57,074

少数株主損益調整前四半期純利益 － 49,395

少数株主利益 4,078 －

四半期純利益 83,901 49,395
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年4月1日
 至 平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年4月1日
 至 平成22年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 326,586 234,339

減価償却費 50,131 48,680

のれん償却額 11,812 11,812

負ののれん償却額 △6,334 △34,680

貸倒引当金の増減額（△は減少） 362 449

賞与引当金の増減額（△は減少） △107,847 △113,513

退職給付引当金戻入額 △19,572 －

早期割増退職金 － 27,503

退職給付引当金の増減額（△は減少） △20,917 △23,192

長期未払金の増減額（△は減少） － △16,930

受取利息及び受取配当金 △16,487 △19,636

支払利息 1,231 2,589

投資有価証券評価損益（△は益） 10,798 －

固定資産評価損 920 －

固定資産廃棄損 583 2,490

固定資産売却損益（△は益） △2,835 △118

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,065

売上債権の増減額（△は増加） △148,327 △9,795

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,015 △12,095

前払費用の増減額（△は増加） 15,064 15,287

仕入債務の増減額（△は減少） △18,286 △39,709

未払費用の増減額（△は減少） 54,850 △18,854

未払消費税等の増減額（△は減少） 31,749 △15,994

リース債務の増減額（△は減少） － 62,641

その他 12,520 34,950

小計 163,989 144,289

利息及び配当金の受取額 17,838 17,779

利息の支払額 △1,229 △2,465

法人税等の支払額 △52,753 △98,573

早期割増退職金の支払額 － △27,503

営業活動によるキャッシュ・フロー 127,844 33,525

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,363,078 △1,418,963

定期預金の払戻による収入 1,103,041 1,314,908

有価証券の取得による支出 － △100,000

有価証券の売却による収入 38,876 4,702

投資有価証券の取得による支出 △209,195 △266,477

投資有価証券の償還による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △33,963 △162,884

有形固定資産の売却による収入 5,008 781

長期貸付けによる支出 △1,377 △1,200

長期貸付金の回収による収入 3,116 1,319

事業譲受による支出 ※２
 △24,961 －

その他 △17,962 △3,467

投資活動によるキャッシュ・フロー △400,495 △631,281

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △332 △326

配当金の支払額 △63,731 △64,407

少数株主からの株式買取りによる支出 △500 －

少数株主への配当金の支払額 △1,050 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △65,614 △64,734
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現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △338,265 △662,489

現金及び現金同等物の期首残高 2,116,585 2,167,744

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

10,753 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,789,073

※１
 1,505,254
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．退職給付債務の計算方法の変更

当社グループは、前連結会計年度末より連結子会社１社について、退職給付債務の計算を簡便法から原則法

に変更したため、前第３四半期連結累計期間と当第３四半期連結累計期間で退職給付債務の計算方法が異なっ

ております。なお、変更後の原則法を適用した場合と比較して、前第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利

益はそれぞれ7,236千円少なく、税金等調整前四半期純利益は12,336千円多く計上されており、前第３四半期連

結会計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益はそれぞれ5,507千円少なく計上されておりま

す。

 
２．資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）

を適用しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ379千円増加し、税金等調整前四半

期純利益は7,962千円減少しております。

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示し

ておりました「リース債務の増減額（△は減少）」は、重要性が増したため、当第３四半期連結累計期間より区

分掲記しております。なお、前第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」

に含まれる「リース債務の増減額（△は減少）」は21,003千円であります。

 

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

（四半期連結貸借対照表関係）

前第３四半期連結会計期間において、有形固定資産に含めて表示しておりました「土地」は、その金額が総資

産額の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間より区分掲記しております。なお、前第３四半期連結

会計期間の有形固定資産に含まれる「土地」は704,898千円であります。

 
（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

 
２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１．税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　967,475千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額　　945,446千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係(平成21年12月31日現在）

現金及び預金 2,933,982千円

有価証券 18,932 〃

計 2,952,914千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,144,908 〃

MMF及びCP以外の有価証券 △18,932 〃

現金及び現金同等物 1,789,073千円

 

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係(平成22年12月31日現在）

現金及び預金 2,474,218千円

有価証券 197,965 〃

計 2,672,183千円

預入期間が３か月超の定期預金 △968,963 〃

MMF及びCP以外の有価証券 △197,965 〃

現金及び現金同等物 1,505,254千円

 

※２会社分割(吸収分割)により増加した資産及び負債の

主な内訳

当社の連結子会社であるハクセイサービス株式会

社において松坂サービス株式会社からの会社分割

(吸収分割)により増加した資産及び負債の内訳は次

のとおりであります。

流動資産 11,505千円

固定資産 10,400 〃

のれん 78,750 〃

資産合計 100,655千円

流動負債 △20,259 〃

固定負債 △55,435 〃

負債合計 △75,694千円

事業譲受による支出 △24,961千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日

 至  平成22年12月31日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,000,000

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 928,401

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 64,584 8.00平成22年３月31日 平成22年6月29日

　

　(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　
ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,791,109712,954132,6762,636,740 ― 2,636,740

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,791,109712,954132,6762,636,740 ― 2,636,740

営業利益 88,671 36,894 16,043141,609(1,866)139,742

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内訳

(1) ビルメンテナンス事業………清掃請負・不動産の管理保全

(2) 警備事業………………………警備

(3) その他の事業…………………運送・保管等

３　事業区分の変更

従来、区分表示しておりました総合アウトソーシング事業は、重要性がないため、第１四半期連結累計期間か

ら「その他の事業」に含めて表示することに変更いたしました。

変更後の区分によった場合の事業の種類別セグメント情報は以下のとおりであります。

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)
　

　
ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,437,319765,415193,7072,396,442 ― 2,396,442

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

14,823 ― 577 15,401(15,401) ―

計 1,452,142765,415194,2852,411,844(15,401)2,396,442

営業利益 95,98634,16514,512144,664(164)144,500
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前第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　
ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,318,5382,117,988432,7317,869,259 ― 7,869,259

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 5,318,5382,117,988432,7317,869,259 ― 7,869,259

営業利益 282,766161,13329,888473,789(189,949)283,839

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内訳

(1) ビルメンテナンス事業………清掃請負・不動産の管理保全

(2) 警備事業………………………警備

(3) その他の事業…………………運送・保管等

３　事業区分の変更

従来、区分表示しておりました総合アウトソーシング事業は、重要性がないため、第１四半期連結累計期間か

ら「その他の事業」に含めて表示することに変更いたしました。

変更後の区分によった場合の事業の種類別セグメント情報は以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)
　

　
ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,252,7952,239,459716,1957,208,450 ― 7,208,450

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

42,817 ― 1,860 44,677(44,677) ―

計 4,295,6132,239,459718,0557,253,128(44,677)7,208,450

営業利益 289,609136,36959,984485,963(203,745)282,217

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累
計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)
在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累
計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)
海外売上高がないため、該当事項はありません。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、代表取締役が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社は、東京及び関西地区にサービス別の統括部を置き、各統括部は取り扱うサービスについての戦略

を立案し、直轄のラインである支店、営業所は戦略に基づき事業活動を展開しております。

従って、当社は支店、営業所を基礎としたサービス別事業セグメントから構成されており、当該事業セ

グメントのうち集約基準並びに量的基準を満たした「ビルメンテナンス事業」及び「警備事業」の２つ

を報告セグメントとしております。

「ビルメンテナンス事業」は大型商業施設やビルの清掃管理、衛生管理、設備管理等の請負を主たる事

業としております。「警備事業」は大型商業施設やビルの常駐警備、機械警備、保安警備等の請負を主た

る事業としております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
(注2)

四半期連結
損益計算書
計　上　額
（注3）

ビルメンテ
ナンス事業

警備事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,299,0111,864,6427,163,653170,6017,334,25522,5927,356,847

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 5,299,0111,864,6427,163,653170,6017,334,25522,5927,356,847

セグメント利益又は損失
（△）

489,411127,255616,66627,918644,585△372,304272,281

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送事業、人材派遣事業、賃貸ビル

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△372,304千円には負ののれん償却額34,680千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用等△429,577千円が含まれており、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い販売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
(注2)

四半期連結
損益計算書
計　上　額
（注3）

ビルメンテ
ナンス事業

警備事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,745,922620,5222,366,44457,8722,424,316― 2,424,316

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,745,922620,5222,366,44457,8722,424,316― 2,424,316

セグメント利益又は損失
（△）

161,68938,676200,36616,413216,780△88,279128,501

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送事業、人材派遣事業、賃貸ビル

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△88,279千円には負ののれん償却額11,560千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用等△99,839千円が含まれており、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　

EDINET提出書類

株式会社白青舎(E04774)

四半期報告書

24/28



　

(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 676.97円
　

　 672.86円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,464,236 5,432,075

普通株式に係る純資産額(千円) 5,464,236 5,432,075

普通株式の発行済株式数(株) 9,000,000 9,000,000

普通株式の自己株式数(株) 928,401 926,925

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(株)

8,071,599 8,073,075

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 24.54円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

１株当たり四半期純利益金額 16.55円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 195,441 133,624

普通株式に係る四半期純利益(千円) 195,441 133,624

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 7,965,377 8,072,732

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 10.53円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

１株当たり四半期純利益金額 6.12円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 83,901 49,395

普通株式に係る四半期純利益(千円) 83,901 49,395

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 7,965,075 8,072,217

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月12日

株式会社　白　青　舎

取締役会  御中

　

小林英公認会計士事務所

　

　 　 公認会計士　　小　林　　英　　　　　印

　

安彦潤也公認会計士事務所

　

　 　 公認会計士　　安　彦　潤　也　　　　印

　

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

白青舎の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成21年

10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社白青舎及び連結子会社の平成21年12月31

日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績

並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

１．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年１月31日に、中央管財株式会社を完全子会社と

する株式交換を実施した。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年２月８日に自己株式の取得に関する取締役会

決議を行い、平成22年２月９日に自己株式を取得した。

　
会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月８日

株式会社　白　青　舎

取締役会　御中

　

小林英公認会計士事務所

　

　 　 公認会計士　　小　林　　英　　　　　印

　

安彦潤也公認会計士事務所

　

　 　 公認会計士　　安　彦　潤　也　　　　印

　

　
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

白青舎の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成22年

10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社白青舎及び連結子会社の平成22年12月31

日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績

並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　
会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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